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○ 福島県では、昨年、大地震に大津波、原発事故、さらには、新潟・福島豪雨、台風15号
など、未曾有の大災害に見舞われました。

○ 現在も多くの県民のみなさんが、ご自宅を離れた避難生活や放射線に対する不安を抱き
ながらの生活を余儀なくされています。

原子力発電力事故の収束については、国及び原子力発電事業者が、平成23年7月にス
テップ１達成（原子炉の安定的冷却）、12月にステップ２達成（冷温停止状態の達成）
を宣言しましたが、その後も、処理水の漏洩や2号基原子炉圧力容器底部の温度計表示の
異常など、事故収束や廃炉に向け、国及び原子力発電事業者の更なる取組が必要です。

○ 復興までには課題が山積していますが、県では、昨年12月に福島県復興計画を策定し、
一連の災害からの復興に向けての取組を総合的に示したほか、震災１年を迎えた本年3月
11日には、「ふくしま宣言」を発信し、全世界の皆さんに美しいふくしまを取り戻すこ
とを誓い、復興への歩みを進めています。

○ 復興計画（第1次）では、計画の実効性を高めるため、進行管理を行うこととしていま
す。そこで、新年度を迎えたことから、進行管理の第１ステップとして、12の重点プロ
ジェクトを中心に、平成23年度の実施結果及び平成24年度の実施計画をとりまとめるこ
とといたしました。本冊子は、その取りまとめ結果をもとに、福島県の復興の姿を、写真
や図表などを交え、わかりやすく公表しようとするものです。

○ なお、今後、進行管理の第2ステップとして、取組の課題と対応方針（9月頃予定）等に
ついて、有識者、県内各種団体の代表、県内外に避難している方を含む県民等で構成する
「福島県復興計画評価・検討委員会」により評価を受け、翌年度予算等への反映に活用し
てまいります。

はじめに

3.11 ふくしま復興への誓い2012

震災1年を迎えた3月11日、

「ふくしま宣言」を発信し、

全世界の皆さんに美しいふくしまを

取り戻すことを誓った。
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Ⅰ 復興計画（第１次）の概要

１ 復興計画の位置付け

○ 復興計画は、平成23年３月に発生した東北地方太平洋沖地震やその余震、それに伴う
大津波、東京電力福島第一原子力発電所事故と風評、さらに東京電力福島第一原子力発
電所の事故が収束しない中で発生した新潟・福島豪雨、台風15 号などの一連の災害か
らの復興に向けての取組を総合的に示すための計画として策定しました。

○ 本県の復興は、国、市町村、民間団体、企業、県民等、様々な主体と力を合わせて行
わなければならないため、県が実施するもののほか、県以外の主体の取組であっても、
県が関わるものを盛り込んでいます。

２ 計画期間

○ 計画期間は、１０年間です。

３ 復興計画の構成

○ 復興計画は、復興ビジョン（平成２３年8月１１日策定）で示した
「原子力に依存しない、安全安心で持続的に発展可能な社会づくり」
「ふくしまを愛し、心を寄せるすべての人々の力を結集した復興」
「誇りあるふるさと再生の実現」
という３つの基本理念に基づいて策定しています。

なお、「原子力に依存しない」という考え方を明確にするため、計画では、基本理念
に「国及び原子力発電事業者に対し、県内の原子力発電所についてはすべて廃炉とする
ことを求める。」という文言を加えるとともに、廃炉までの原子力関連施設の安全性確
保と本県を放射性廃棄物の最終処分場としない方針を堅持する旨も明記しております。

○ ３つの理念に基づく７つの主要施策を具体化するために、全体で３８項目の具体的取
組みと延べ７２９の主要事業を盛り込んでいます。これらの主要事業の中から、重要な
2３５事業を抽出し、Ⅲ－ⅰの重点プロジェクトとして整理したほか、Ⅲ－ⅲの地域別
の取組み、そして、Ⅳの復興に向けた各種方策にまとめています。
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○ 原子力に依存しない、安全・安心で持続的に発展可能な社会づくり

○ ふくしまを愛し、心を寄せるすべての人々の力を結集した復興

○ 誇りあるふるさと再生の実現

国・原子力発電事業者に対して、県内の原子力発電所の全基廃炉を求めることとしている。

Ⅱ 基本理念

１ 復興計画策定の趣旨・策定までの経過

２ 復興計画の性格
Ⅰ  はじめに

１ 民間団体や県民等との連携

２ 市町村との連携
３ 国への要請
４ 復興に係る各種制度の活用
５ 実効性の確保

Ⅳ 復興の実現に向けて
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を抽出し、プロジェクト

として示した。

福島県復興計画（第１次）の構成
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Ⅲ-ⅲ 地域別の取組
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※
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